


プロジェクト概要
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出典：資源エネルギー庁

気象調査に要する期間を1/2以下に短縮する
とともに、費用を1/2～1/3に低減させる。

研究開発項目①

気象調査代替手法の研究開発

研究開発項目②

新たな大気拡散予測手法の研究開発

気象モデルの出力を活用した拡散予測手法を
開発。２４時間値の予測を可能にする。

地熱発電所の環境アセスでは、通年の気象観測（地上・高層）が実施されるが、

発電所の規模に比べて多大な費用を要している。また、気象調査完了後に硫

化水素等の拡散予測を行うため、アセス期間の長期化につながっている。

WHOの健康影響に対する硫化
水素濃度の指針値（24時間平
均値）との比較が可能な濃度

電源のない山間部での観測、
冬季積雪時の観測など、現地
調査には様々な課題がある。

















拡散予測手法の整備・開発
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気象モデルの出力を利用し、24時間平均濃度の予測が可能な拡散予測手法

を整備（再現精度・計算負荷に応じた２種類の予測手法）

１年間の計算も可能 地形・建屋影響を精度良く考慮可能

Lakes environmental software

２４時間平均濃度予測CFDモデル２４時間平均濃度予測パフモデル

現行の硫化水素拡散予測モデ
ルは3分程度の短時間平均濃
度を予測するモデル1)

WHOの健康影響に対する硫化水
素濃度の指針値と比較可能な24
時間値予測のニーズ

1) 小野ら,地熱発電所から排出される硫化水素の大気拡散予測のための数値モデル開発 (2017)







まとめ
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◼気象モデルと機械学習手法による気象調査代替手
法を開発し、目標であった現地気象調査にかかる
期間・費用の半減を達成できる見込み

◼24時間平均濃度が予測可能な拡散モデルを整備・
開発し、観測との比較からその妥当性を確認

→これらの予測手法・手順は、ガイドラインとしてと
りまとめ、アセス手法への反映を目指す。


